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【調査研究の概要】 

・FoE Japanは、現在進行中の福島原発事故の被害者の実状、原子力防災指針や各原発の避難計画の問題点に

ついて整理、発信するとともに、政府交渉や集会を行った。 

・政府は、「復興加速化」の名のもとに、福島原発事故の避難者への支援の打ち切りと、早期帰還政策を進めて

いる。しかし、これは避難者の意思や被ばくリスクを無視したものである。現在、甲状腺がん悪性または疑い

と診断された子どもたちの数は、1 巡目 2 巡目合わせて 166 人に達している。原発事故当初、SPEEDI の情

報は隠され、また、安定ヨウ素剤の配布・服用指示は途中で止まってしまった。さらに初期ヨウ素被ばくの実

態は把握されなかったが、これらは、現在の原子力防災指針や避難計画にはまったく反映されないままである。 

・原子力規制委員会は、SPEEDI や 30km 以遠の放射線防護対策を、原子力防災指針から削除した。安定ヨウ

素剤の事前配布も 5km 圏内のみとし、3 歳以下の乳幼児には配布しない。各原発周辺自治体の原子力防災計

画は、原子力規制委員会の指針に基づき、住民の被ばくを前提とした辻褄合わせのものとなっている。 

・しかし、兵庫県篠山市は独自に安定ヨウ素剤の事前配布を決めた。その他、ヨウ素剤の備蓄を独自に行う自治

体も現れている。また、全国自治会からの要請により、SPEEDI の活用や 30km 圏内におけるヨウ素剤の事

前配布については、自治体の判断で行えることとなった。 

【調査研究の経過】 

・2015年 4月 2日 ：原子力災害対策指針改定に関する政府交渉・セミナー「～SPEEDIをなぜ使わない？ プ

ルーム対策はどうなった？～」 

・5月 9日：「南相馬の地点解除訴訟（20ミリ基準撤回訴訟）を応援する全国集会 in東京」 

・5月 10日：いちき串木野市「川内原発再稼働と避難計画 今どうなっているの？市民の集い」 

・5月 27日：「原発事故被害者の救済を求める全国集会 in 東京 ＆国会請願」 

・6月 29日：川内原発の再稼働をめぐり政府交渉（安定ヨウ素剤の配布状況について） 

・7月 5日：「南相馬 避難 20ミリ基準撤回訴訟を応援する全国集会 in 京都」 

・7月 26日：「原子力防災を問う全国の集い in 鹿児島」を開催。川内、高浜、玄海の経験を共有。ヨウ素剤の

配布、孤立集落について。 

・7月 27日：鹿児島市で、保育園関係者、自治体関係者と会合。 

・10月 15日：福島原発事故緊急会議のセミナーにて避難問題について講演。 

・12月 5日：原発事故被害者の切捨てを許さない東京集会開催。 

・2016年 1月 21日 ：「原発避難計画 全国集会 in 東京」開催。 

・2月 24日：原発事故被害者の救済を求める全国運動 第三期キックオフ集会。 

【今後の展望など】 

・今後、福島原発事故の被害者の権利を勝ち取るための訴訟や、立法運動に結びつけ、現在の原発再稼働に関連

した避難計画が、住民の被ばくを前提にしていること、福島原発事故の実態と乖離しているかの検証を続けて

いく予定である。 
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